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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
令
和
六
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か

ら
留
萌
商
工
会
議
所
の
事
業
活
動
に
多

大
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

長
期
化
す
る
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
等
に
よ
る
円
安
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
原
材
料
価
格
の
高
騰
、
中
国
の

日
本
産
水
産
物
の
輸
入
の
全
面
停
止
や
、

地
域
に
お
け
る
人
手
不
足
問
題
な
ど
地

域
経
済
の
活
性
化
へ
の
大
き
な
課
題
に

直
面
し
た
一
年
で
し
た
が
、
そ
の
よ
う

な
中
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
五
類
移
行
を
契

機
に
、
行
動
制
限
の
な
い
日
常
生
活
が

戻
り
つ
つ
あ
り
、
四
年
ぶ
り
に
「
る
も

い
呑
涛
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、

社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
に
向
け
着
実

に
歩
み
を
加
速
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　
商
工
会
議
所
に
お
い
て
は
、
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
及
び
技
術

の
改
善
発
達
の
た
め
の
、
国
・
北
海
道
・

留
萌
市
・
商
工
会
議
所
等
の
様
々
な
支

援
策
が
行
き
渡
る
よ
う
分
か
り
や
す
い

周
知
に
努
め
、
寄
り
添
っ
た
伴
走
型
支

援
を
強
化
し
て
参
り
ま
し
た
。
ま
た
Ｊ

Ｒ
留
萌
駅
周
辺
跡
地
の
今
後
の
活
用
と
、

道
の
駅
る
も
い
、
な
ら
び
に
モ
ン
ベ
ル

ア
ウ
ト
ド
ア
ビ
レ
ッ
ジ
る
も
い
構
想
に

関
す
る
提
案
書
を
留
萌
市
に
提
出
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
国
が
宣
言
し
た
「
二
〇
五
〇
年
ま
で

に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素

社
会
の
実
現
を
目
指
す
」
を
受
け
、
北

海
道
に
お
い
て
も
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北

海
道
」
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
さ
れ
、

留
萌
市
か
ら
は
「
留
萌
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
宣
言
」
が
あ
り
、
当
所
と
し

て
も
「
環
境
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を

策
定
す
る
な
ど
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
に
向
け
て
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
留
萌
線
石
狩
沼
田
留
萌
間
が
廃

線
と
な
り
地
域
住
民
の
暮
ら
し
や
地
域

経
済
は
大
き
な
影
響
を
受
け
て
お
り
ま

す
が
、
こ
の
百
年
に
一
度
と
も
言
え
る

ま
ち
の
構
造
全
体
が
大
き
く
変
わ
る
こ

の
転
換
期
を
千
載
一
遇
の
好
機
と
捉
え

た
、
留
萌
の
持
つ
自
然
条
件
の
優
位
性

や
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
つ
留
萌
港

の
強
み
を
生
か
し
た
「
洋
上
風
力
発
電

誘
致
」
並
び
に
「
海
上
自
衛
隊
に
よ
る

留
萌
港
の
活
用
」
さ
ら
に
は
食
料
安
全

保
障
の
拠
点
と
し
て
の
「
留
萌
港
小
麦

集
出
荷
整
備
」
な
ど
の
施
策
は
、
商
工

会
議
所
が
掲
げ
る
二
十
年
先
の
産
業
創

出
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
、
次
世
代

の
子
供
達
に
留
萌
の
未
来
が
豊
か
な
も

の
と
な
る
よ
う
、
経
済
界
と
し
て
の
意

見
を
提
案
し
て
参
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
留
萌
地
域
の
動
向
を
踏
ま

え
、
私
共
商
工
会
議
所
の
使
命
は
益
々

重
く
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
域
の
総
合
経
済
団

体
と
し
て
、
こ
の
ま
ち
の
商
工
業
振
興

と
地
域
活
性
化
の
た
め
、
企
業
を
守
り

育
て
、
雇
用
を
支
え
、
信
頼
さ
れ
頼
ら

れ
る
商
工
会
議
所
と
し
て
地
域
創
生
の

実
現
に
貢
献
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
会
員
皆
様
の
な
お
一
層
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
実

り
多
い
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年頭
所感
「
未
来
を
拓
く
街
の
創
造
と
地
域
資
源
活
用

 に
よ
る
地
域
経
済
の
発
展
へ
向
け
て
」

留萌商工会議所

大　石　昌　明

会　頭

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
令
和
六
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
経
済

振
興
施
策
を
は
じ
め
と
し
た
市
政
に
対

し
ま
し
て
多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
令
和
二

年
か
ら
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
付
け
が

五
類
感
染
症
へ
と
移
行
し
た
こ
と
に
伴

い
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
再
開
や
国
内
外

の
観
光
客
を
は
じ
め
人
の
流
れ
が
戻
り

つ
つ
あ
る
な
ど
、
経
済
活
動
が
正
常
化

に
近
づ
い
て
い
る
一
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
長
期
化
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、

石
油
製
品
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
ほ
か
、

様
々
な
原
材
料
価
格
の
高
騰
が
続
い
て

お
り
、
幅
広
い
業
種
が
大
き
な
影
響
を

受
け
た
一
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
、
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
事
業

活
動
を
継
続
す
る
た
め
の
ご
苦
労
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
留
萌
商
工
会
議
所

に
結
集
の
も
と
、
当
市
と
と
も
に
経
済

活
性
化
の
取
組
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た

い
と
改
め
ま
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
　
ま
た
、
昨
年
は
、
留
萌
商
工
会
議
所

を
は
じ
め
と
し
た
留
萌
市
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
実
行
委
員
会
の
皆
様
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
、
消
費
の
下
支
え
を
通
じ

た
生
活
者
へ
の
支
援
と
地
域
経
済
の
活

性
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
生
活
応
援
商

品
券
を
発
行
し
た
ほ
か
、
市
が
実
施
し

て
い
る
「
地
元
企
業
応
援
助
成
事
業
」

を
通
し
て
、
地
元
企
業
の
皆
様
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
応
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
み
つ
つ

年頭
所感

「
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
」

留萌市長

中　西　俊　司
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円
安
や
四
十
一
年
ぶ
り
の
上
昇
率
を
記

録
し
た
消
費
者
物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
高
騰
の
影
響
、
深
刻
さ
を
増
す
人

手
不
足
な
ど
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
本
年
も
、
先
行
き
不

透
明
な
状
況
が
続
く
こ
と
は
一
定
程
度

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え
、
社

会
経
済
活
動
の
正
常
化
が
加
速
し
た
こ

と
で
、
設
備
投
資
意
欲
が
顕
在
化
し
、

約
三
十
年
ぶ
り
の
高
い
賃
上
げ
が
実
現

さ
れ
る
な
ど
、
時
代
の
転
換
が
萌
芽
し

て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、
デ
フ
レ
経
済
か

ら
の
完
全
脱
却
、
成
長
と
分
配
に
よ
る

経
済
好
循
環
を
実
現
し
て
い
く
絶
好
の

チ
ャ
ン
ス
に
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
岸
田
内
閣
が

掲
げ
る
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
成
長

戦
略
を
確
実
か
つ
速
や
か
に
実
行
に
移

す
こ
と
で
、
生
産
性
向
上
に
裏
付
け
さ

れ
た
モ
デ
レ
ー
ト
な
物
価
上
昇
、
構
造

的
な
賃
金
上
昇
を
実
現
し
、
持
続
的
な

成
長
型
経
済
へ
の
転
換
を
果
た
し
て
い

く
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
短
期
的
利
益
に

拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
中
長
期
の
安
定

的
経
済
発
展
の
た
め
の
「
攻
め
の
経
済
」、

す
な
わ
ち
成
長
基
盤
の
強
化
に
寄
与
す

る
政
策
に
国
家
資
源
を
集
中
し
、
官
民

一
体
と
な
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
を

勝
ち
抜
く
足
腰
の
強
化
を
図
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
ま
す
。
昨
年
の
総
合
経

済
対
策
で
は
、
中
小
企
業
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
支
援
す
る
方
針
が
明
確
に
示
さ
れ
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
高
騰
や
物
価
高
対
策
に
加

え
て
、
潜
在
成
長
率
の
底
上
げ
に
資
す

る
対
策
も
多
く
打
ち
出
さ
れ
ま
し
た
。

あ
と
は
実
行
あ
る
の
み
で
す
。

噛
「
停
滞
」
か
ら
「
成
長
」
へ

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
民

間
も
政
府
に
環
境
整
備
を
求
め
る
だ
け

で
な
く
、「
停
滞
」
か
ら
「
成
長
」
へ
と

マ
イ
ン
ド
を
切
り
替
え
る
と
と
も
に
、

時
代
の
大
き
な
変
化
を
的
確
に
捉
え
、

自
己
変
革
に
挑
戦
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
創
意
工
夫
に
知
恵
を
絞

り
、
絶
え
ざ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
事

業
の
再
生
、
再
構
築
に
ま
い
進
し
、
人

や
設
備
へ
の
投
資
を
活
性
化
さ
せ
る
こ

と
が
、
経
済
全
体
と
し
て
の
新
た
な
雇

用
の
拡
大
、
賃
金
増
、
さ
ら
な
る
需
要

増
と
い
っ
た
好
循
環
を
産
み
出
す
こ
と

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
原
材
料

や
光
熱
費
、
労
務
費
な
ど
の
原
価
を
吸

収
し
、
適
正
な
利
益
を
確
保
す
る
た
め

に
は
、「
取
引
価
格
の
適
正
化
」
が
不
可

欠
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、「
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
の
実
効
性

向
上
に
向
け
、
価
格
協
議
・
価
格
転
嫁

が
商
習
慣
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
、
わ

れ
わ
れ
と
し
て
も
粘
り
強
く
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

噛
百
二
十
五
万
会
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

力
を
生
か
す

　
日
商
会
頭
に
就
任
し
、
一
年
と
二
カ

月
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
副
会

頭
十
一
商
工
会
議
所
を
訪
問
す
る
と
と

も
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
総
会
や
青
年
部
、

女
性
会
の
全
国
大
会
に
も
参
加
し
、
地

域
の
第
一
線
で
活
動
さ
れ
て
い
る
会
員

事
業
者
の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
す
る
機

会
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
示
唆
を
頂
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

六
月
に
日
韓
商
工
会
議
所
首
脳
会
議
を

開
催
し
、
十
月
に
は
、
四
年
ぶ
り
と
な

る
経
済
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
率
い
て
フ
ィ
リ

ピ
ン
・
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

を
訪
問
し
、
民
間
経
済
外
交
を
本
格
的

に
再
開
し
て
い
ま
す
。「
原
点
は
対
話

で
あ
る
」
が
私
の
信
条
で
あ
り
、
本
年

も
可
能
な
限
り
各
地
を
訪
問
し
、
国
内

外
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
を
重
ね
る
と
と

も
に
、
経
営
指
導
員
な
ど
現
場
に
よ
り

近
い
方
々
の
声
も
踏
ま
え
、
活
動
の
軸

で
あ
る「
現
場
主
義
」「
双
方
向
主
義
」を

実
践
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
わ
れ
わ
れ
商
工
会
議
所
の
最
大
の
強

み
は
、
全
国
五
百
十
五
商
工
会
議
所
百

二
十
五
万
会
員
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

り
、
中
小
企
業
が
直
面
す
る
課
題
が
複

雑
化
す
る
中
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力

を
最
大
限
に
生
か
し
た
行
動
が
必
要
で

す
。
二
〇
二
五
年
に
は
大
阪
・
関
西
万

博
が
控
え
て
お
り
、
地
域
の
多
様
な
主

体
の
連
携
拠
点
と
し
て
、
全
国
的
な
機

運
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
ビ
ッ
グ

イ
ベ
ン
ト
を
新
た
な
成
長
に
つ
な
げ
て

い
く
動
き
を
強
力
に
後
押
し
し
て
ま
い

り
ま
す
。
本
年
も
「
地
域
と
と
も
に
、

未
来
を
創
る
」
理
念
の
も
と
、
地
域
経

済
が
再
び
成
長
と
分
配
の
好
循
環
や
豊

か
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う
、
五
百
十
五

商
工
会
議
所
の
総
力
を
結
集
し
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
一
層

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

あ
る
中
、
新
た
な
事
業
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
地
元
企
業
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
を

図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
令
和
六
年
は
、
第
六
次
留
萌
市
総
合

計
画
後
期
計
画
の
折
り
返
し
に
あ
た
る

年
で
す
。
基
本
テ
ー
マ
で
あ
る
「
み
ん

な
で
つ
く
る
　
ま
ち
・
ひ
と
・
き
ぼ
う

　
次
の
時
代
へ
続
く
留
萌
」
の
実
現
に

向
け
、
多
く
の
企
業
の
皆
様
が
課
題
と

し
て
い
る
人
手
不
足
解
消
に
向
け
た
施

策
な
ど
、
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
取
組
を
市
民
や
会
員
の
皆
様
か
ら
の

ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
実
施
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
市
民
の
皆
様
が
心
豊
か
に
、

平
和
に
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
市
政

に
邁
進
す
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
明
る

く
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
年
に
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
　
二
〇
二
四
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん

で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

噛
時
代
の
転
換
を
図
る
チ
ャ
ン
ス
の
年

に
　
さ
て
、
昨
年
の
経
済
社
会
情
勢
は
、

内
外
と
も
に
不
透
明
さ
と
緊
迫
の
度
が

増
し
た
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
世
界
で

は
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の

長
期
化
に
加
え
、
中
台
間
の
緊
張
、
イ

ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
武
装
勢
力
間

の
衝
突
も
深
刻
化
す
る
な
ど
地
政
学
リ

ス
ク
が
増
大
す
る
一
年
と
な
り
、
国
内

で
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
緩
や
か
に
景

気
が
回
復
す
る
も
の
の
、
一
ド
ル
＝
一

五
〇
円
前
後
の
歴
史
的
水
準
に
達
し
た

「
年
頭
所
感
」

日本商工会議所

小　林　　　健

会　頭



第671号（隔月１回発行） 令和６年１月９日 ④か い ぎ し ょ News

新
春
を
迎
え
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

令
和

　
令
和
六六
年
 
元
 
旦

留

萌

商

工

会

議

所

議

員

北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
㈱

留
萌
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
所
長

谷
　
口
　
善
　
彦

監

事

医
療
法
人
社
団
萌
仁
会
事
務
部
長

小
　
路
　
泰
　
孝

監

事

㈱
北
洋
銀
行
留
萌
支
店
長

後
　
藤
　
妙
　
子

議

員

㈱
北
海
道
銀
行
留
萌
支
店
長

松
　
永
　
健
太
郎

議

員

留
萌
ヰ
ゲ
タ
港
運
㈱
社
長

井
　
上
　
貞
　
幸

議

員

貝
森
工
業
㈱
社
長

貝
　
森
　
将
　
之

議

員

モ
リ
モ
ト
家
具
店
代
表

森
　
本
　
隆
　
志

常

議

員

堀
松
建
設
工
業
㈱
社
長

堀
　
松
　
和
　
彦

常

議

員

井
原
水
産
㈱
監
査
役

橋
　
本
　
雄
　
二

常

議

員

㈱
ビ
ジ
ネ
ス
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
社
長

昆
　
　
　
多
　
利

常

議

員

㈱
不
二
水
道
社
長

柳
　
澤
　
　
　
豊

常

議

員

㈱
フ
タ
バ
製
麺
社
長

仲
　
田
　
隆
　
彦

常

議

員

㈱
畠
山
電
気
工
業
社
長

畠
　
山
　
　
　
博

常

議

員

ハ
ラ
ダ
工
業
㈱
社
長

藤
　
野
　
徹
　
弥

常

議

員

白
鴎
印
刷
㈱
社
長

鈴
　
木
　
康
　
伸

常

議

員

㈲
西
谷
商
事
社
長

西
　
谷
　
英
　
樹

常

議

員

興
北
建
設
㈱
社
長

原
　
田
　
欣
　
典

常

議

員

㈱
髙
橋
建
設
社
長

髙
　
橋
　
秀
　
一

常

議

員

㈱
堀
口
組
社
長

堀
　
口
　
哲
　
志

常

議

員

㈱
東
光
自
動
車
整
備
工
場
社
長

西
　
野
　
秀
　
保

常

議

員

㈱
萌
福
祉
サ
ー
ビ
ス
取
締
役
部
長

菊
　
池
　
美
佐
子

常

議

員

㈱
中
央
ス
ー
パ
ー
取
締
役
会
長

辻
　
本
　
哲
　
也

専
務
理
事

橋
　
本
　
る
み
子

常

議

員

㈱
ハ
タ
ナ
カ
昭
和
社
長

畑
　
中
　
修
　
平

常

議

員

澤
井
商
事
㈱
社
長

澤
　
井
　
篤
　
司

会

頭

㈱
錦
堂
社
長

大
　
石
　
昌
　
明

副

会

頭

三
協
建
設
㈱
社
長

堀
　
松
　
秀
　
樹

副

会

頭

㈱
イ
バ
ヤ
シ
社
長

串
　
橋
　
伸
　
幸

副

会

頭

留
萌
信
用
金
庫
相
談
役

宮
　
井
　
清
　
隆

名
誉
顧
問

對
　
馬
　
健
　
一

名
誉
顧
問

原
　
田
　
丈
　
三

名
誉
顧
問

塚
　
本
　
壽
三
郎

名
誉
顧
問

古
　
野
　
洋
　
介
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常

議

員

山
髙
建
設
工
業
㈱
社
長

佐
　
藤
　
太
　
紀

議

員

㈱
フ
ァ
ミ
リ
ー
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
社
長

田
　
中
　
　
　
卓

監

事

㈲
中
野
保
険
事
務
所
取
締
役

中
　
野
　
　
　
了

議

員

㈱
北
交
産
業
社
長

沖
　
田
　
謙
　
司

議

員

㈱
ハ
チ
ロ
代
表
取
締
役
社
長

田
　
仲
　
淳
　
一

議

員

フ
ル
ノ
電
気
工
業
㈱
社
長

古
　
野
　
晃
　
洋

喪
中
に
つ

喪
中
に
 つ
きき

年
始
の
ご
挨

　
年
始
 の
ご
 挨
拶拶

ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま

ご
遠
慮
申
 し
上
 げ
 ま
 すす

喪
中
に
 つ
き

　
年
始
 の
ご
 挨
拶

ご
遠
慮
申
 し
上
 げ
 ま
 す

青
年
部
会
長

川
　
村
　
忠
　
司

議

員

三
協
石
油
㈱
常
務
取
締
役

對
　
馬
　
浩
　
平

議

員

㈱
食
産
社
長

関
　
野
　
紘
　
史

議

員

土
地
家
屋
調
査
士
山
田
篤
事
務
所
所
長

山
　
田
　
　
　
篤

議

員

㈱
加
藤
水
産
社
長

加
　
藤
　
貴
　
章

議

員

㈱
ネ
オ
リ
サ
イ
ク
ル
社
長

小
　
川
　
岳
　
洋

議

員

㈱
佐
藤
電
気
商
会
社
長

桜
　
元
　
克
　
則

議

員

留
萌
港
開
発
㈱
社
長

梅
　
田
　
繁
　
樹

議

員

㈲
日
東
商
事
取
締
役

森
　
　
　
義
　
和

議

員

㈲
ほ
け
ん
プ
ラ
ザ
る
も
い
社
長

武
　
田
　
佳
　
彦

議

員

真
田
運
輸
㈱
社
長

住
　
吉
　
　
　
勉

議

員

㈱
産
業
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
社
長

石
　
塚
　
辰
　
介

議

員

㈲
北
海
道
新
聞
東
原
販
売
所
社
長

東
　
原
　
義
　
幸

議

員

白
鳥
建
設
工
業
㈱
社
長

堀
　
松
　
　
　
誠

議

員

㈱
笠
井
商
店
社
長

笠
　
井
　
裕
　
司

議

員

㈲
ル
モ
ン
ド
社
長

松
　
村
　
泰
　
年

議

員

㈱
千
成
家
社
長

長
　
内
　
敬
　
憲

議

員

出
澤
水
産
㈱
社
長

出
　
澤
　
太
　
幹

議

員

㈱
丸
喜
社
長

伊
　
藤
　
幸
　
博

議

員

医
療
法
人
社
団
心
優
会
理
事
長

三
　
輪
　
英
　
則

議

員

㈲
タ
ニ
薬
局
社
長

谷
　
　
　
泰
　
次

議

員

㈱
矢
野
写
真
館
社
長

澤
　
田
　
知
　
明

議

員

㈱
田
中
青
果
社
長

田
　
中
　
欽
　
也

議

員

㈱
タ
ム
ラ
建
設
工
業
社
長

西
　
川
　
直
　
昭

議

員

㈱
光
和
自
動
車
整
備
工
場
社
長

宮
　
下
　
泰
　
裕

議

員

㈱
和
秀
社
長

居
原
田
　
隆
　
夫

本年も宜しくお願い申し上げます

　令和６年 元旦　

事務局 職員一同
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１
／
　
牙
・
２
／
８
牙
　「
一
日
公
庫
」金
融
・
事
業
承
継
・
創
業
相
談
会
開
催
鎧
　
※
初
め
て
の
方
も
お
気
軽
に
当
所
 へ
お
申
し
出
下
さ
い
。

１１

留萌駅前大通商店街振興組合
本年も駅前商店街をよろしくお願いします。

副理事長　田 中 欽 也

副理事長　髙 梨 浩 志

監　　事　工 藤 慶 一

理 事 長　石 井 久 夫

副理事長　江 口　 元

会　　計　笠 井 裕 司

副理事長　笠 井 裕 司

専務理事　鉢 呂 良 一

事務局　留萌市錦町３丁目 ＴＥＬ４３－２６５４

留萌三番街商店街振興組合
理 事 長　関 口 秀 二

副理事長　松 村 孝 二

理　　事　横 内 明 美

副理事長　森 下 康 宣

専務理事　土 田 悦 也

理　　事　石 黒 真喜子

副理事長　佐 伯 千恵子

理　　事　伊 藤 則 子

監　　事　松 村 孝 二

おいでよ  彩 どり発進タウン 三番街商店街
いろ

留萌中央商店街振興組合
理 事 長　佐々木 道 裕

理　　事　奥　 俊 信

理　　事　横 田 美 樹

副理事長　東　 一 雄

理　　事　中 出 敏 彦

監　　事　門 脇　 敬

専務理事　佐々木 博 史

理　　事　酒 井 幸 彦

監　　事　阿 部 真紀子

留萌神社下商店街振興組合

「高齢化社会に対応した商店街づくりをめざす」

お手伝いする街、みんなの“中心街”
今年もよろしくお願い申し上げます。

理 事 長　辻 本 哲 也

会計理事　寺 西 政 人

理　　事　高 田 英 雄

顧　　問　寺 西 保 博

専務理事　室 本 直 俊

理　　事　森 本 隆 志

監　　事　森　 義 和

副理事長　森　 俊 二

理　　事　渡 邊 裕 久

監　　事　塚 本 隆 史




